
社会科の定着状況
＜社会科の定着状況＞
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＜課題の原因＞ ＜課題解決の方策＞

＜次年度の数値目標＞

　観点別（「知識・理解」，「観察・資料活用の技能」，「社会的な思考・判断・表現」）に見てみると，
各学年で実態は異なるが，概ね目標値を上回っているか,あるいは同程度である。本校の児童の
特徴として，知識・理解を問う問題や観察・資料活用の技能を用いた問題に対し，やや苦手意識
をもっていることが考えられる。

①「地域や市の様子」領域
地図記号の知識が不十分であり，知識を定着させる必要がある。
②「地域の発展に尽くした人々」「県の様子」領域
社会的な思考力に伸び悩みが見られる。資料を読み取る力が不十分であることが考えられる。
③「日本の食糧生産」「世界の中の国土」領域
社会科で学習する語句の定着が十分でなかった。日常生活との関わりを意識させる必要があ
る。

授業展開・授業づくり

①知識・理解について
　学習の中で，知識を定着させる活動が
不足していることが考えられる。社会科の
授業においては，資料等から事実を読み
取り，それに対する自分の考えをもつこと
が重視されているが，一方で基礎的な知
識を定着させる時間も確保する必要があ
ると思われる。

②社会科的な思考力について
　資料の読み取りに，十分に慣れていない
ことが考えられる。また，読み取りに加え，
それを元に自分の考えをまとめ，文章化し
ていく力を充実させていく必要がある。

③興味・関心を引き出す指導について
　学力を向上させるためには，児童の興
味・関心を引き出し，より高めることが必要
である。

・単元の中の，適切な時期に確認テスト等に取り組む
時間を設けるることで，知識の定着を図る。
・教室内の掲示を工夫し，要点を印象付ける。
・プリントやドリルの問題だけでなく，学習する語句や
事柄を使ったカルタやすごろくなどを作成し，児童が
楽しみながら学習できる工夫をする。

・資料を読み取る力を育成するためには，入門期か
らの積み上げが必要であり，３年生から意図的・計画
的に学習に取り入れていく。
・自分の考えを記述するためには，根拠を大切にさせ
なければならない。根拠を明確にし，それに基づいて
文章を書く指導を行っていく。また，国語科における
書く力の育成とも関連させながら指導していく。

・児童がこれから学習する内容に対して疑問をもった
り，知りたいという学習の動機をもったりするように，
導入を工夫する。児童の興味・関心を引き出し，資料
や教材の準備と，その提示の順番を十分に考慮す
る。自分たちの生活と関わりがあることを意識しなが
ら学習が進められるように課題や導入を工夫する。

・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・特に「知識・理解」と「観察・資料活用の技能」については，前年度の数値を上回るようにする。
・比較的良好ではあったが引き続き，「社会事象への関心・意欲・態度」についても、前年度の数
値を上回るようにする。


